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１．件 名 

伊方発電所第２号機 緊急時対策支援システムへのデータ伝送の停止について 

 

 

２．事象発生の日時 

平成３０年 ８月２７日  ３時５９分（確認） 

 

 

３．事象発生の設備 

２号機 タービン建家 計算機室Ⅱ（管理区域外） 

総合事務所（管理区域外） 

 

 

４．事象発生時の運転状況 

２号機 平成３０年５月２３日運転終了（第２３回定期検査中） 

 

 

５．事象発生の状況 

伊方発電所第１、２号機の中央制御室（１号機については廃止措置中、２号機に

ついては定期検査中）において、８月２７日１時４５分に総合事務所の異常を示す

警報が発信した。 

状況を確認したところ、安全パラメータ表示システム※１（以下、「ＳＰＤＳ」と

いう。）において、２号機プラント計算機から原子力規制庁に設置されている緊急時

対策支援システム※２（以下、「ＥＲＳＳ」という。）へ伝送するパラメータ（以下、

「２号機データ」という。）が不信頼※３表示となっていることを確認した。また、

３時５９分に２号機データを伝送する機器の一部において正常なデータ伝送時に点

灯するＬＥＤが消灯しており、データ伝送が直ちに復旧できないことを保修員が確

認した。 

その後、当該機器のカードの取り替えを行い、１６時１４分に作業を終了し、消

灯していたすべてのＬＥＤの点灯およびＳＰＤＳにおいて、２号機データの不信頼

表示の復旧を確認した。 

なお、復旧までの間、代替手段により原子力規制庁に２号機データを送信した。 

また、１号機と３号機の伝送データには異常はなく、本事象によるプラントへの

影響および環境への影響もなかった。 

 

※１ 安全パラメータ表示システム 

    １次冷却系統に係る発電用原子炉施設の損壊その他の異常及び重大事故等が 

発生した場合にプラントの各種パラメータを発電所内およびＥＲＳＳ等の発電 

所外へ伝送できるよう、平常時からデータを伝送している発電所側のシステム。 

※２ 緊急時対策支援システム 

原子力発電所が正常に稼動しているかどうかを常時確認し、事故が起こった

場合に、事故状態の確認・判断、今後の事故進展を解析・予測するための国の

システム。これらの情報（プラント情報）は原子力発電所から原子力規制庁へ
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伝送され共有されている。 

 ※３ 不信頼 

    表示装置において、表示するデータが正常に受信できていない場合や、表示

するデータの測定範囲（レンジ）をオーバーしている場合など、表示している

データの信頼性がない状態をいう。 

  （添付資料－１） 

 

 

６．事象の時系列 

平成３０年８月２７日（月） 

  １時４５分  １、２号機中央制御室にて、総合事務所の異常を示す警報発信

ＳＰＤＳにて、２号機プラント計算機の異常を示す警報発信 

２時１３分頃 ＥＲＳＳへ伝送している２号機データの伝送不良（不信頼）を

確認 

２時１５分  原子力規制庁にて、ＥＲＳＳへの２号機データ伝送異常を確認 

２時２３分  原子力規制庁から当社へ、状況確認およびＥＲＳＳへの２号機

データ伝送を復旧するよう要請有 

３時５９分  設備点検の結果、データ伝送異常は設備の故障によるものと判

断 

４時３６分  原子力規制庁から当社へ、２号機データの代替手段による送信

要請有 

５時１３分  ２号機データの代替手段による送信を開始（以降、原子力規制

庁指示により正時毎のデータを送付） 

７時１６分  ２号機データを伝送する機器のカードの取り替え作業を開始 

１６時１４分  カードの取り替え作業終了 

ＥＲＳＳへの２号機データ伝送を再開 

１７時３９分  原子力規制庁へＥＲＳＳへの２号機データ伝送再開を連絡 

 

 

７．調査結果 

２号機データの伝送不良の原因として、以下の調査を実施した。 

（１）事象発生時の状況調査 

ａ．ＳＰＤＳの調査結果 

１、２号機中央制御室に総合事務所の異常を示す警報が発信した時刻に、Ｓ

ＰＤＳに２号機プラント計算機の異常を示す警報が発信した。このため、ＳＰ

ＤＳにてＥＲＳＳへのデータ伝送状況を確認したところ、２号機データが不信

頼表示となっていることを確認した。 

なお、１号機と３号機の伝送データには異常はないことを確認した。 

 

ｂ．２号機プラント計算機の調査結果 

２号機プラント計算機において、盤内機器の健全状態を示すＬＥＤの点灯状

況確認およびケーブル配線状況確認等の点検を実施し、１号機プラント計算機

および放射線総合管理システム※４等との正常なデータ伝送時に点灯するＬＥ
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Ｄがそれぞれ消灯していることを確認した。 

なお、２号機のプラントパラメータは、中央制御室にて監視可能な状況であ

ることを確認した。 

 

※４ 放射線総合管理システム 

      伊方発電所に設置している放射線監視装置のデータを集計し、中央制御 

室等で監視するシステム。当該システムから愛媛県等にテレメータ伝送し

ている。 

 

ｃ．１号機プラント計算機の調査結果  

１号機プラント計算機において、盤内機器の健全状態を示すＬＥＤの点灯状

況確認およびケーブル配線状況確認等の点検を実施し、２号機プラント計算機

との正常なデータ伝送時に点灯するＬＥＤが消灯していることを確認した。 

なお、データ伝送の異常が確認されたのは１号機プラント計算機と２号機プ

ラント計算機間であり、１号機プラント計算機のデータは別経路にてＥＲＳＳ

へ正常に伝送できていることを確認した。 

 

ｄ．放射線総合管理システム等の調査結果 

    放射線総合管理システム等において、盤内機器の健全状態を示すＬＥＤの点

灯状況確認およびケーブル配線状況確認等の点検を実施し、２号機プラント計

算機との正常なデータ伝送時に点灯するＬＥＤが消灯していることを確認した。 

なお、データ伝送の異常が確認されたのは放射線総合管理システム等と２号

機プラント計算機間であり、放射線総合管理システムのデータは別経路にてＥ

ＲＳＳへ正常に伝送できていることを確認した。 

 

以上より、２号機プラント計算機と１号機プラント計算機間および２号機プ

ラント計算機と放射線総合管理システム等間のデータ伝送回路の異常と判断し

た。 

データ伝送の状況を示すＬＥＤの点灯／消灯状態から、故障の可能性がある

データ伝送カード※５を４枚（１号機プラント計算機Ｂ系、２号機プラント計算

機Ａ系、２号機プラント計算機Ｂ系および放射線総合管理システム等Ａ系）に

特定し、代替のカードへ順番に取り替え、ＬＥＤの点灯状況を確認することに

より、２枚のデータ伝送カード（２号機プラント計算機Ａ系および放射線総合

管理システム等Ａ系）の故障と判断した。 

２枚のデータ伝送カードの取り替え後、消灯していたすべてのＬＥＤが点灯

し、ＳＰＤＳにおいて２号機データの不信頼表示が復旧していることを確認し

た。 

 

※５ データ伝送カード 

      ２号機プラント計算機から１号機プラント計算機および放射線総合管理

システム等へのデータ伝送は光伝送により行われている。光伝送は、伝送

元の電気信号を光信号に変換し、光ケーブルを経由して伝送先まで伝送し、

伝送先にて電気信号に再変換させることでデータ伝送を実現している。こ
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のため、伝送元からの光信号の光量が十分であっても、伝送回路内で光量

が損失する要因があれば、伝送先まで光を届けることができず、伝送不良

となる。 

データ伝送カードは、伝送回路内で各計算機のデータ処理部と他の計算

機のデータ処理部を接続するものであり、添付資料－３に示すとおり、両

隣の設備からの光ケーブルが接続されている。 

（添付資料－２、３） 

 

（２）保守用パソコン※６の調査結果 

２号機プラント計算機の保守用パソコンにて、８月２０日１５時２７分に１

号機プラント計算機と２号機プラント計算機間のデータ伝送が停止した記録お

よび８月２７日１時４５分に２号機プラント計算機と放射線総合管理システム

等間のデータ伝送が停止した記録が残っていることを確認した。 

また、中央制御室にて最初の 1箇所のデータ伝送停止時に、警報が発信して

いないことを確認した。 

１号機プラント計算機から放射線総合管理システム等までの伝送回路の警報

機能においては、１号機プラント計算機、２号機プラント計算機および放射線

総合管理システム等（以下、「装置」という。）間および装置内（Ａ系～Ｂ系間）

に伝送異常が複数発生し、装置外部へのデータ伝送が停止するとＥＲＳＳへの

データ伝送が停止することから中央制御室に警報発信するが、１箇所又は２箇

所のデータ伝送異常で別経路にて装置外部へ正常にデータ伝送可能であれば、

ＥＲＳＳへのデータ伝送が停止しないことから、警報発信しない設計となって

いる。 

以上より、２号機プラント計算機Ａ系のデータ伝送カードが故障し、２号機

プラント計算機と１号機プラント計算機間の伝送異常が発生した後に放射線総

合管理システム等Ａ系のデータ伝送カードが故障し、２号機プラント計算機と

放射線総合管理システム等間の伝送異常が発生したことで、２号機プラント計

算機から外部への２号機データ伝送が停止し、ＥＲＳＳへの２号機データの伝

送が停止したと推定される。 

なお、３号機プラント計算機およびＳＰＤＳ計算機については、１箇所のデー

タ伝送異常でも中央制御室に警報発信する。 

 

※６ 保守用パソコン 

      プラント計算機で検知した故障等の記録を表示する設備。 

 

（３）メーカ調査結果 

取り外した２枚のデータ伝送カードについて、メーカにて詳細調査を実施し

た。 

ａ．外観確認 

データ伝送カードの外観、電子部品およびケーブル接続部に異常はなく、ケー

ブル端面およびケーブル接続部に異物等の付着がないことを確認した。 

 

ｂ．光量確認 
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    本事象がデータ伝送カードの内部での光量損失によるものかを確認するため    

に、取り外したデータ伝送カードの光量損失量※７を測定した。 

測定の結果、２号機プラント計算機Ａ系および放射線総合管理システム等Ａ

系のデータ伝送カードともに光量損失量がメーカ判定基準（2.3dB 以下）を超

えることを確認した。 

    データ伝送カード内部の光量損失量の増加に伴い、入力信号の光量がデータ

伝送カード内部で損失し、伝送先へ十分な光量を送ることができず、伝送不良

に至ったと考えられる。 

 

※７ 光量損失量 

      データ伝送カード入力部の光量が出力部までに損失する量を測定した数

値。光量損失量は、添付資料－４に示すとおりデータ伝送カードの入力部

および出力部の光量を測定し、２つの測定値を比較することで算出してい

る。測定された光量損失量がメーカ基準値を超えれば、当該カード内部で

光量の損失が大きいことを示す。 

   （添付資料－４） 

 

ｃ．データ伝送カードの内部確認 

取り外した２枚のデータ伝送カードは、内部の光伝送回路の一部にシリコン

オイルが充てんされているオイル充てん型であり、内部を確認したところ、シ

リコンオイルが規定より不足していることを確認した。シリコンオイルは光伝

送回路内の光量が光の散乱によって損失するのを防ぐために充てんされており、

不足すると光の散乱が生じ、光量損失量が増加する可能性がある。 

シリコンオイルの不足について、メーカは以下のとおり考察している。デー

タ伝送カードの製造時において、充てんされたシリコンオイルが染み出さない

よう流出防止剤を塗布する工程がある。この工程において塗布ムラが生じる場

合があり、塗布ムラによりシリコンオイルが徐々に染み出る可能性がある。こ

の事象は、メーカが蓄積している過去の実績等によると、長くても製造後７年

未満のデータ伝送カードの光伝送回路において生じる可能性があり、製造後７

年を超えても不具合が発生していないデータ伝送カードは、今後もシリコンオ

イルの染み出しは発生しない。 

以上のことから、シリコンオイルの流出防止剤の塗布ムラにより、シリコン

オイルが染み出したことによるシリコンオイルの不足によって光量損失量が増

加し、伝送不良に至ったものと推定される。 

故障した２枚のデータ伝送カードは、平成２４年３月に製造されており、メー

カ考察のとおり製造後７年未満であったことを確認した。 

（添付資料－５） 

 

（４）復旧後のプラント情報伝送回路のデータ伝送カードの光量損失量調査結果 

復旧後の添付資料－１に示すプラント情報伝送回路に接続されているデータ

伝送カードについて、光量損失量を測定した。 

    測定の結果、各データ伝送カードの光量損失量はメーカ判定基準内であり、 

正常であった。 
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    また、調査したカードのうち、オイル充てん型は、１号機プラント計算機Ａ

系、１号機プラント計算機Ｂ系、２号機プラント計算機Ｂ系および放射線総合

管理システム等Ｂ系のカード４枚であり、４枚とも製造後７年未満であること

を確認した。 

（添付資料－６） 

 

（５）保守状況の調査結果 

本事象にて故障したデータ伝送カードは定期的に点検しており、１、２、３

号機プラント計算機のデータ伝送カードについては、運転中の機器は定期検査

毎に、長期停止中の機器は通常の運転サイクル（１３ヶ月運転＋定期検査期間

（３～４ヶ月））を踏まえた時期に、廃止措置中の機器は１７ヶ月毎に、ＳＰＤ

Ｓおよび放射線総合管理システム等のデータ伝送カードは１年毎にＬＥＤ点灯

状況確認等の健全性確認およびケーブル配線状況確認を実施している。また、

１ヶ月毎にＬＥＤ点灯状況確認等の健全性確認を実施している。事象至近の点

検実績は以下のとおりであり、良好であった。 

１号機プラント計算機  ：定期点検 平成２９年 ４月 

月間点検 平成３０年 ８月 ８日 

２号機プラント計算機  ：定期点検 平成３０年 １月から３月 

月間点検 平成３０年 ８月 ８日 

３号機プラント計算機  ：定期点検 平成２９年１０月から１１月 

月間点検 平成３０年 ８月 ９日 

ＳＰＤＳ計算機     ：定期点検 平成３０年 ３月 

月間点検 平成３０年 ７月１８日 

放射線総合管理システム等：定期点検 平成３０年 ３月 

                 月間点検 平成３０年 ７月１８日 

 

（６）過去の類似事象の調査  

    平成２９年３月に放射線総合管理システム等Ｂ系のデータ伝送カード１枚が

故障し、取り替えを実施している。このときは月間点検の健全性確認によって

故障を確認したため、取り替えを実施した。 

なお、平成２８年４月に伊方発電所におけるＥＲＳＳへの伝送停止が１件発

生している。本事象は、通信連絡設備の電源喪失による不具合であり、データ

伝送に関わる機器の故障ではない。 

 

（７）類似設備調査結果 

   発電所内のプラント情報伝送回路以外で同型のデータ伝送カード（オイルレ

ス型も含む）を使用している他設備については、１箇所のデータ伝送異常でも

中央制御室に警報発信する。また、発電所内のプラント情報伝送回路以外で同

型のデータ伝送カード（オイル充てん型）を使用している他設備について、デー

タ伝送カード（オイル充てん型）は製造後７年以上を経過していることを確認

した。 
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８．推定原因 

プラント情報伝送回路のデータ伝送カードが２枚故障しており、故障要因は、製

造時において、データ伝送カードの光伝送回路に充てんされたシリコンオイルの染

み出しを防止するために塗布している流出防止剤の塗布ムラにより、カード内部に

充てんされているシリコンオイルが徐々に染み出したことによって不足し、カード

内部での光量の損失量が増加したものと推定される。なお、故障したデータ伝送カー

ドは、故障の可能性のあった製造後７年未満のものであった。 

また、１号機プラント計算機から放射線総合管理システム等までの伝送回路の警

報機能については、装置間および装置内（Ａ系～Ｂ系間）の１箇所または２箇所の

伝送異常でも別経路にて装置外部へ正常に伝送可能であれば、正常にＥＲＳＳへの

データ伝送ができることから、中央制御室に警報を発信させる必要はない設計とし

ていた。このため、１枚目のカード故障を運転員等に知らせることができず、その

後、２枚目のカードも故障したことで２号機プラント計算機から外部への２号機

データの伝送が停止し、ＥＲＳＳへの２号機データの伝送が停止したと推定される。 

 

 

９．対策 

（１）故障した２号機プラント計算機Ａ系および放射線総合管理システム等Ａ系の

データ伝送カード２枚を、オイルレス型のデータ伝送カードに取り替えた。 

 

（２）同様な事象の発生が否定できない光伝送回路にシリコンオイルを使用してい

る同型のデータ伝送カードのうち、製造後７年未満のデータ伝送カード４枚

（１号機プラント計算機Ａ系、１号機プラント計算機Ｂ系、２号機プラント

計算機Ｂ系および放射線総合管理システム等Ｂ系）について、念のためオイ

ルレス型のデータ伝送カードに取り替える。 

 

（３）１号機プラント計算機から放射線総合管理システム等までの伝送回路の警報

機能においては、１箇所の伝送異常で中央制御室に警報を発信しない設計と

なっていたことから、１箇所の伝送異常でも中央制御室に警報発信するよう、

警報機能を追加した。 

 

（４）データ伝送カードの不具合時に早期対応ができるように、今後も引き続きオ

イルレス型の予備品を保有する。 

 

 

 

以  上 
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添付資料－１ 伊方発電所プラント情報伝送概略系統図 

 

添付資料－２ 故障データ伝送カードの取替状況 

 

添付資料－３ データ伝送カード概略図 

 

添付資料－４ データ伝送カード光量損失量測定結果 

 

添付資料－５ データ伝送カード内部概要図 

 

添付資料－６ その他のデータ伝送カード光量損失量測定結果 

 



 

 9 

 9
 

伊方発電所プラント情報伝送概略系統図 

 

安全パラメータ表示システム
（ＳＰＤＳ）計算機

３号機
プラント計算機

異常箇所

１号機
プラント計算機

2号機プラント計算機

切換
スイッチ

原子力規制庁
緊急時対策支援
システム（ERSS)へ

伊方発電所構内

：データ伝送が停止した箇所

2号プラント
計算機A系

2号プラント
計算機B系

データ伝送
カード

データ伝送
カード

放射線総合管理システム等

放射線総合管
理システム等

A系

放射線総合管
理システム等

B系

データ伝送
カード

データ伝送
カード

２号機→１号機方向回り通信

１号機→２号機方向回り通信

(設置場所：３号機原子炉補助建屋計算機室)

(設置場所：２号機タービン建家計算機室Ⅱ)

(設置場所：総合事務所 システム室)

(設置場所：緊急時対策所)

(設置場所：２号機タービン建家計算機室Ⅱ)

(設置場所：３号機原子炉補助建屋計算機室)

（ＳＰＤＳ表示装置は総合事務所に設置）

 

添
付
資
料
－
１

 



 

 10 

添付資料－２ 

故障データ伝送カードの取替状況 

（写真は放射線総合管理システム等Ａ系データ伝送カード） 

 

（１）取替前 

 

 

 

（２）取替後 

 

 

 

 

２号機プラント計算機との

データ伝送状況確認箇所 

（ランプ消灯⇒伝送異常） 

取替前のデータ伝送カード 

取替後のデータ伝送カード 

２号機プラント計算機との

データ伝送状況確認箇所 

（ランプ点灯⇒伝送正常） 
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添付資料－３ 

データ伝送カード概略図 

 

 

（１）データ伝送カード接続図 

２号機プラント計算機Ｂ系

データ処理部

放射線総合管理システム等

Ａ系　データ処理部

２号機プラント計算機Ａ系

データ処理部

データ伝送カード取り替え箇所

２号機プラント計算機Ａ系 ２号機プラント計算機Ｂ系

データ伝送カード取り替え箇所

放射線総合管理システム等Ａ系

１号機プラント計算機Ｂ系

データ処理部

１号機プラント計算機Ｂ系

データ伝送

カード

データ伝送

カード

データ伝送

カード

データ伝送

カード

データ伝送が停止した箇所

２号機→１号機方向回り通信

１号機→２号機方向回り通信

 

 

 

（２）データ伝送カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１号機プラント計算機Ｂ系

データ伝送カード

２号機プラント計算機Ｂ系

データ伝送カード

２号機プラント計算機Ａ系

データ処理部

２号機プラント計算機Ａ系

データ伝送カード
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データ伝送カード光量損失量測定結果 

 

（１）光量測定方法概略図 

２号機プラント計算機Ｂ系
データ処理部

放射線総合管理システム等
Ａ系　データ処理部

２号機プラント計算機Ａ系
データ処理部

２号機プラント計算機Ａ系 ２号機プラント計算機Ｂ系 放射線総合管理システム等Ａ系

１号機プラント計算機Ｂ系
データ処理部

１号機プラント計算機Ｂ系

データ伝送
カード

データ伝送
カード

データ伝送
カード

データ伝送
カード

放射線総合管理システム等
Ｂ系　データ処理部

放射線総合管理システム等Ｂ系

データ伝送
カード

入力部光量測定

出力部光量測定

光量損失量(dB)＝出力部光量－入力部光量

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

データ伝送カード取り替え箇所 データ伝送カード取り替え箇所

２号機→１号機方向回り通信

１号機→２号機方向回り通信

 

 

 

 

 

 

添
付
資
料
－
４
（
１
／
２
）
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（２）故障データ伝送カード光量損失量測定結果 

※ 放射線総合管理システム等Ａ系のデータ伝送カードの損失量については、事象発生時の状況調査では２号機プラント計算 

機Ｂ系との伝送間（⑤及び⑥）で異常がみられていたが、メーカ調査では放射線総合管理システム等Ｂ系との伝送間（⑧） 

で光量損失量が増加していることを確認した。これはデータ伝送カードの電源を複数回「切」、「入」した影響により、シ 

リコンオイルが移動したことで光量の損失箇所が変わった可能性が考えられる。 

 

データ伝送カード 

使用先 
図番号 データ発信元 データ受信先 

損失量(dB) 

基準値 

2.3dB以下 

結果 製造年月日 備考 

２号機プラント 

計算機Ａ系 

① 
２号機プラント 

計算機Ａ系 

１号機プラント 

計算機Ｂ系 
10.23 

不良 
平成 24年 

3月 10日 

オイル 

充てん型 

② 
１号機プラント 

計算機Ｂ系 

２号機プラント 

計算機Ａ系 
 5.10 

③ 
２号機プラント 

計算機Ａ系 

２号機プラント 

計算機Ｂ系 
0.87 

④ 
２号機プラント 

計算機Ｂ系 

２号機プラント 

計算機Ａ系 
0.50 

放射線総合管理 

システム等Ａ系 

⑤ 
放射線総合管理 

システム等Ａ系 

２号機プラント 

計算機Ｂ系 
1.14 

不良 
平成 24年 

3月 10日 

オイル 

充てん型 

⑥ 
２号機プラント 

計算機Ｂ系 

放射線総合管理 

システム等Ａ系 
0.48 

⑦ 
放射線総合管理 

システム等Ａ系 

放射線総合管理 

システム等Ｂ系 
0.73 

⑧ 
放射線総合管理 

システム等Ｂ系 

放射線総合管理 

システム等Ａ系 
5.88※ 

添
付
資
料
－
４
（
２
／
２
）
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添付資料－５ 

 

データ伝送カード内部概要図 

 

 

 

a. 通常時

b. シリコンオイル不足時

シリコンオイルデータ伝送カード内部

切り替え部

光ケーブル

シリコンオイル不足による光の散乱により光量損失

オイル止め

オイル止め

オイル止め

オイル止め

流出防止剤
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復旧後のプラント情報伝送回路のデータ伝送カード光量損失量測定結果 

 

○復旧後のプラント情報伝送回路のデータ伝送カード光量損失量測定結果（１／３） 

 

データ伝送カード 

使用先 
データ発信元 データ受信先 

損失量(dB) 

基準値 

2.3dB以下 

結果 
製造 

年月日 
備考 

１号機プラント 

計算機Ａ系 

１号機プラント計算機Ａ系 安全パラメータ表示システムＢ系 0.10 

良好 
平成 24年 

3月 10日 

オイル 

充てん型 

安全パラメータ表示システムＢ系 １号機プラント計算機Ａ系 0.76 

１号機プラント計算機Ａ系 １号機プラント計算機Ｂ系 0.53 

１号機プラント計算機Ｂ系 １号機プラント計算機Ａ系 0.84 

１号機プラント 

計算機Ｂ系 

１号機プラント計算機Ｂ系 １号機プラント計算機Ａ系 0.46 

良好 
平成 24年 

3月 10日 

オイル 

充てん型 

１号機プラント計算機Ａ系 １号機プラント計算機Ｂ系 1.01 

１号機プラント計算機Ｂ系 ２号機プラント計算機Ａ系 0.41 

２号機プラント計算機Ａ系 １号機プラント計算機Ｂ系 1.09 

２号機プラント 

計算機Ａ系 

※取り替え後 

２号機プラント計算機Ａ系 １号機プラント計算機Ｂ系 0.36 

良好 
平成 29年 

10月 10日 

オイル 

レス型 

１号機プラント計算機Ｂ系 ２号機プラント計算機Ａ系  0.81 

２号機プラント計算機Ａ系 ２号機プラント計算機Ｂ系 0.86 

２号機プラント計算機Ｂ系 ２号機プラント計算機Ａ系 0.75 

２号機プラント 

計算機Ｂ系 

２号機プラント計算機Ｂ系 ２号機プラント計算機Ａ系 0.22 

良好 
平成 24年 

3月 10日 

オイル 

充てん型 

２号機プラント計算機Ａ系 ２号機プラント計算機Ｂ系 0.45 

２号機プラント計算機Ｂ系 放射線総合管理システム等Ａ系 0.08 

放射線総合管理システム等Ａ系 ２号機プラント計算機Ｂ系 0.47 

添
付
資
料
－
６
（
１
／
３
）
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○復旧後のプラント情報伝送回路のデータ伝送カード光量損失量測定結果（２／３） 

データ伝送カード 

使用先 
データ発信元 データ受信先 

損失量(dB) 

基準値 

2.3dB以下 

結果 
製造 

年月日 
備考 

放射線総合管理 

システム等Ａ系 

※取り替え後 

放射線総合管理システム等Ａ系 ２号機プラント計算機Ｂ系 1.65 

良好 
平成 29年 

10月 10日 

オイル 

レス型 

２号機プラント計算機Ｂ系 放射線総合管理システム等Ａ系 0.78 

放射線総合管理システム等Ａ系 放射線総合管理システム等Ｂ系 1.47 

放射線総合管理システム等Ｂ系 放射線総合管理システム等Ａ系 0.58 

放射線総合管理 

システム等Ｂ系 

放射線総合管理システム等Ｂ系 放射線総合管理システム等Ａ系 1.26 

良好 
平成 24年 

9月 10日 

オイル 

充てん型 

放射線総合管理システム等Ａ系 放射線総合管理システム等Ｂ系 0.37 

放射線総合管理システム等Ｂ系 ３号機プラント計算機Ａ系 1.19 

３号機プラント計算機Ａ系 放射線総合管理システム等Ｂ系 0.40 

３号機プラント 

計算機Ａ系 

３号機プラント計算機Ａ系 放射線総合管理システム等Ｂ系 0.28 

良好 
平成 29年 

10月 10日 

オイル 

レス型 

放射線総合管理システム等Ｂ系 ３号機プラント計算機Ａ系  1.10 

３号機プラント計算機Ａ系 ３号機プラント計算機Ｂ系 1.87 

３号機プラント計算機Ｂ系 ３号機プラント計算機Ａ系 0.70 

添
付
資
料
－
６
（
２
／
３
）
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○復旧後のプラント情報伝送回路のデータ伝送カード光量損失量測定結果（３／３） 

 

 

 

データ伝送カード 

使用先 
データ発信元 データ受信先 

損失量(dB) 

基準値 

2.3dB以下 

結果 
製造 

年月日 
備考 

３号機プラント 

計算機Ｂ系 

３号機プラント計算機Ｂ系 ３号機プラント計算機Ａ系 0.71 

良好 
平成 26年 

9月 10日 

オイル 

レス型 

３号機プラント計算機Ａ系 ３号機プラント計算機Ｂ系 0.86 

３号機プラント計算機Ｂ系 安全パラメータ表示システムＡ系 0.32 

安全パラメータ表示システムＡ系 ３号機プラント計算機Ｂ系 1.33 

安全パラメータ 

表示システムＡ系 

安全パラメータ表示システムＡ系 ３号機プラント計算機Ｂ系 1.29 

良好 
平成 26年 

9月 10日 

オイル 

レス型 

３号機プラント計算機Ｂ系 安全パラメータ表示システムＡ系 0.50 

安全パラメータ表示システムＡ系 安全パラメータ表示システムＢ系 1.18 

安全パラメータ表示システムＢ系 安全パラメータ表示システムＡ系 0.53 

安全パラメータ 

表示システムＢ系 

安全パラメータ表示システムＢ系 安全パラメータ表示システムＡ系 0.61 

良好 
平成 26年 

9月 10日 

オイル 

レス型 

安全パラメータ表示システムＡ系 安全パラメータ表示システムＢ系  0.81 

安全パラメータ表示システムＢ系 １号機プラント計算機Ａ系 1.11 

１号機プラント計算機Ａ系 安全パラメータ表示システムＢ系 0.56 

添
付
資
料
－
６
（
３
／
３
）

 


